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　川崎医療福祉大学は、日本で初めて「医療
福祉」という概念を提唱し、1991（平成 3）年
4月、医療福祉の総合的・体系的な教育
研究機関として開学した。
　わが国初の「医療福祉学科」を設置し、
「人類への奉仕のあり方を追求し、より豊
かな福祉社会の創造的担い手を育成する」
ことを教育理念に掲げ、医療と福祉の両分野
を統合した高い知識と優れた技能を併せ
持つ医療福祉人の育成に取り組んだ。
　開設当初は 2 学部 6 学科でスタートし
たが、より高度で専門性の高い人材を育
てるため、川崎医療短期大学の一部学科の
4年制への移行に伴う学部・学科の改組を
実施した。2017（平成29）年 4月には、「子
ども医療福祉学科」「臨床検査学科」「診療
放射線技術学科」の3学科を開設した。2019
（令和元）年度には「保健看護学部」「リハビリ
テーション学部」を新設して5学部17学科に
改組し、教育環境をさらに充実させた。
　川崎医療福祉大学は、これからもチーム
医療福祉の担い手の育成と、患者のために
奉仕する人材の育成を目標とし、そのための
教育環境の再構築を図りながら、社会のニー
ズにしっかり応えられる「医療福祉人の育成」
に向けてさらなる飛躍を目指す。

大学理念 人
ひ と

間をつくる
体をつくる
医療福祉学をきわめる
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―設立の想い―

医療福祉を総合的に考え、多様なニーズに応えるため
幅広い知識と技能を身につけた専門家の養成を目指す
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川崎医療福祉大学
学長　椿原 彰夫

医療福祉学部

医療福祉学科
臨床心理学科

子ども医療福祉学科

保健看護学部

保健看護学科

リハビリテーション学部

理学療法学科
作業療法学科

言語聴覚療法学科
視能療法学科

医療技術学部

臨床検査学科
診療放射線技術学科

臨床工学科
臨床栄養学科
健康体育学科

医療福祉マネジメント学部

医療福祉経営学科
医療情報学科
医療秘書学科

医療福祉デザイン学科



 ～川崎医療福祉大学のあゆみ～
一路春風

1990（平成  2）年 12月  川崎医療福祉大学設置認可
1991（平成  3）年  2月  校舎竣工
   4月   川崎医療福祉大学開学（初代学長 江草安彦）   

医療福祉学部（医療福祉学科、臨床心理学科）   
医療技術学部（医療情報学科、感覚矯正学科、   
健康体育学科、臨床栄養学科）設置

     開学式
     第1回入学宣誓式

10月   川崎学園創立20周年記念ならびに川崎医療福祉大学開学記念式典
1995（平成  7）年  3月  第1回卒業証書・学位記授与式
   4月   医療福祉学部に保健看護学科、医療技術学部にリハビリテーシ

ョン学科設置
1996（平成  8）年  4月   川崎医療福祉大学大学院開設   

医療福祉学研究科修士課程（医療福祉学専攻、臨床心理学専
攻）、医療技術学研究科修士課程（医療情報学専攻、感覚矯正
学専攻、健康体育学専攻、臨床栄養学専攻）設置

     第1回大学院入学式
1998（平成10）年  3月   第1回大学院学位記授与式
   4月   大学院医療福祉学研究科博士後期課程（医療福祉学専攻、臨

床心理学専攻）、医療技術学研究科博士後期課程（医療情報学
専攻、感覚矯正学専攻、健康科学専攻）設置

1999（平成11）年  4月   大学院医療福祉学研究科に保健看護学専攻修士課程、医療技
術学研究科にリハビリテーション学専攻修士課程設置   
3年次編入学制度導入

2000（平成12）年  4月   医療福祉学部に医療福祉マネジメント学科、医療福祉環境デザ
イン学科設置

2001（平成13）年  4月   大学院医療技術学研究科にリハビリテーション学専攻博士後期
課程設置

2002（平成14）年  3月  本館増築棟（東ウイング2）建築工事竣工
2005（平成17）年  4月   医療福祉マネジメント学部（医療福祉経営学科、医療秘書学科、

医療福祉デザイン学科、医療情報学科）設置   
大学院医療福祉学研究科に医療福祉マネジメント学専攻修士課
程、医療福祉デザイン学専攻修士課程設置

2006（平成18）年  4月   大学院医療福祉学研究科に保健看護学専攻博士後期課程設置
2007（平成19）年  4月   医療技術学部に臨床工学科設置
     ボランティアセンター開設
2008（平成20）年  4月  大学評価適合認定（大学基準協会）
2009（平成21）年  4月   大学院医療福祉マネジメント学研究科修士課程（医療福祉経営

学専攻、医療秘書学専攻、医療福祉デザイン学専攻、医療情
報学専攻）、博士後期課程（医療情報学専攻）設置

2010（平成22）年  9月   川崎医療福祉大学創立20年記念シンポジウム開催
2011（平成23）年  4月   大学院医療技術学研究科に臨床工学専攻（修士課程、博士後期

課程）設置
2015（平成27）年 11月  川崎学園アドミッションセンター開設
2016（平成28）年  4月   看護実践・キャリアサポートセンター開設   

川崎学園3施設（川崎医療福祉大学、川崎医療短期大学、
専門学校川崎リハビリテーション学院）合同入試およびオープン
キャンパス実施

2017（平成29）年  4月   医療福祉学部に子ども医療福祉学科設置   
医療技術学部に臨床検査学科、診療放射線技術学科設置

2019（平成31）年  4月   保健看護学部（保健看護学科）   
リハビリテーション学部（理学療法学科、作業療法学科、
言語聴覚療法学科、視能療法学科）設置

開学記念式典（1991年10月）

増築工事（東ウイング2）

第1回入学宣誓式（1991年4月）

起工式（1990年1月）

建設工事現場
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Time travel
  ～歴史を感じる懐かしいモノ～
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就職広報1994
（1期生の就職に
向けて作成）

　昔から天与の職業、すなわち神が与えた職業は、人に奉仕する職業、人の悩み、苦しみにとり
くむ内容をもつものだといわれていました。皆さんは本学に入学されたときに、すでにこのような
崇高な使命を与えられています。そのような使命をもつゆえに、皆さんの就こうとする職業は尊い
のです。だからこそ、その職業によって社会に貢献しようとする皆さんの人生は価値あるものとな
ると思うのです。
� （医福大ニュース第28号　平成8年2月25日発行より抜粋）

江草　安彦　
初代学長（1991年４月～2003年３月）

思か わ ら ぬ 　  い

完成予想図

LL教室（本館5階）

外国語の授業で使用されていた専用の教室。
学生はヘッドフォンを装着し、モニターで教材
ビデオを視聴していた。

売店（講義棟1階）

開学当時、講義棟1階にあった売店

学生ラウンジ（本館2階）

食堂のような雰囲気で、照明も少し暗めだった「学
生ラウンジ」。奥に「ティーラウンジ」が見える。

コンピュータ実習室（本館棟3階）

当時最先端のブラウン管のモニターが並んで
いたコンピュータ実習室

   学内施設の  
移り変わり

　外観は開学当時とあまり変
わらないが、校舎増築により
なくなってしまった施設や、
テーブル等のリニューアルに
より雰囲気が一新された空
間もある。今となっては懐か
しい学内の光景の数々。

ティーラウンジ（本館2階）

「学生ラウンジ」に隣接し、コーヒーなどを提供していた
「ティーラウンジ」。「東ウイング2」増築により特徴的
な扇形のガラス窓はなくなった。

ティーラウンジ

学生ラウンジ
パウダーコーナー

学生ロッカー室

大学院案内

大学案内（1991〜2016）

Since  1991
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学びの系譜 学部・学科の変遷
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「愛ありて ―川崎医福大ニュース―」
　広報誌「川崎医福大ニュース」（101号から「愛ありて ―川崎医福大ニュース―」）は、
学生相互および学生・教職員間の連帯感を高めるため、開学時から発刊。大学行事、教
員インタビューやゼミ紹
介等といった教育に関わ
る内容から、中庄地域の
人気スポット案内まで、医
福大生の日々の生活に密
着した話題の記事を掲載
し続けている。

広報誌
の変遷

創刊号 1991年 第100号 2010年
第101号 2010年 第139号 2019年
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2学部 6学科から5学部17学科へ
～日本初の医療福祉大学誕生から今日まで～
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総合教育センターの組織
　総合教育センターは、本学の初年次教育や基礎教育を担う部門と、教育研究活動を支援
する部門の合わせて4部門（医学教育・基礎教育・語学教育・教育研究支援）から成り、さま
ざまな分野の教員とAV機器を取り扱う専門職員など、個性豊かなメンバーで構成されている。
心・知・体すべてに優れた医療福祉人への成長の根幹を担うという思いを共有している。

基礎教育科目
初年次教育プログラムの中核を担う「医療福祉分野」をはじめ、「教養」「国
際コミュニケーション」「健康・体育」「情報」「総合」の6つの分野で構成。また、
コミュニケーション能力を高めるために「文章表現」や「基礎英語」を必修と
している。

スターツアワー
（Standard of Academic Requirements for Technical Subjects）

医療福祉の理念を実践できる人材育成を目指した多彩なプログラムで構成。
学園創設の精神を学ぶ講義に始まり、総合医療福祉施設「旭川荘」での研修、
附属病院などの見学を実施。学習スキルの習得や安全で充実した学生生活
を送るための講習などを含む。

ラーニングサポートセンター（LSC: Learning Support Center）

学生の学習意欲や基礎学力を向上させる総合的な学習支援を行うことを
目的に2018年に新設。国語・数学・英語・理科の基礎教育科目を中心に個
別指導や企画講座を実施。NIE実践指定校として「新聞カフェ」を開催し、
学生グループがオリジナル新聞を作成するワークショップを行っている。多
様化する学生に対し、「自習スペース」も含めた新たな形の学びの場を提供
している。
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企画講座「新聞カフェ」 「自習スペース」での学習風景

旭川荘研修

「医療と福祉」 「入門医学概論」

「人
ひ と

間をつくる 体をつくる 医療福祉学をきわめる」ための礎を築き、
人間性豊かな医療福祉人への第一歩を踏み出す
——総合教育センターによる教育活動——

　良き医療福祉人の育成には、本学学生すべてが「医学」「医療」「福祉」
の専門知識を備え、学園の一員としてのアイデンティティーと自負を持つ
ことが基盤となる。従来の「基礎教育科目」や新入生行事等の意義や目
的を、大学理念に照らし合わせて再編、「初年次教育」という形で教育の
中へ組み込み、学部・学科の枠を超えて共有することとした。

豊かな心と健やかな体を育み、大学生に必要な学力を身につける初年次教育

Since  1991
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 医療福祉学科 
医療福祉学部

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしいモノ～
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医療福祉相談援助入門
アクティブラーニングを活用し、ソーシャル
ワークに関する知識と実践を学ぶ。グルー
プで現任のソーシャルワーカーにインタ
ビューするなどの課題に取り組む。

インタープロフェッション演習
医療福祉の実践に必要不可欠な“多職種
連携”を学ぶ。グループワークやプレゼンテー
ションを活用して他職種（他学科学生）と協
働しつつ学ぶ。

変わったこと
　現場で活躍するソーシャルワー
カーが増え続けている。同窓会と
の共催による「就職について先輩
に相談する会」の開催や、授業やゼ
ミナールへ卒業生を招くなど、卒
業生が在学生を支えてくれるよう
になった。

変わらないこと
　一貫して医療ソーシャルワーカー
養成に力を注ぎ続けている。

医療ソーシャルワーク論
医療ソーシャルワーク実習指導
社会保障や保健医療、患者とその家族
を取り巻く環境をさまざまな側面から
理解・支援するために必要な知識を培い、
「医療に強いソーシャルワーカー」を目
指す。医療機関での実習に向け、ソー
シャルワーカーとしての知識や技術、
価値観・倫理観等について考察を深
める。

精神保健ソーシャルワーク演習
少人数のグループで、精神保健福祉現場で
の相談場面を再現したロールプレイを活用
し、ソーシャルワークの価値や倫理、効果的
な支援を実践的に学ぶ。

【学科のあゆみ】 1991年　医療福祉大学開学と同時に設置

多様化する疾病や障がいのある人々の特性を理解し、
医療に強い実践力のあるソーシャルワーカーを育成
　開学以来、社会福祉士および社会福祉士をベースに精神保健福祉士の資格を取得し、より良い生活を支援する

「実践力のあるソーシャルワーカー」の育成に力を注いでいる。

木製車いす
［学科創設時に寄贈・作製時期は100年前］
　年代物のため、実際に乗ることはでき
ないが、時代を重ねて深みを増した色や
手触りから木のぬくもりが伝わってくる。
当時の利用者の生活を考えさせてくれる
存在である。

Since  1991
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 臨床心理学科 
医療福祉学部

心理に関する多様な社会的ニーズに対応できる
心温かく豊かな人間性を備えた医療福祉人を育成
　豊富な基礎および応用心理学関連科目と実習経験を通じて、人のこころや行動を科学的に捉える力を身につける。
国家資格「公認心理師」教育にも対応し、保健医療、福祉などの多様な分野で活躍できる人材を育成している。

トピックスTopics
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Time travel
  ～歴史を感じる懐かしいモノ～

心理実習Ⅰ・Ⅱ
病院や福祉施設において、支援を求める人々の心
理的ニーズを理解し、臨床心理学的な支援を学ぶ。
その体験をまとめ、学習を深める。
写真は、病棟実習での指導の様子（左）と、
心理検査結果をふまえ、事例検討をしている様子（下）

心理学的支援法
臨床心理学に基づく面接の知識と技術を学
ぶ。主要な心理療法の理論とその歴史的背
景も学び、演習を通じて実践的な技術を身
につける。

変わったこと
・多くの臨床心理士有資格者が生まれ、
各分野の実習指導者として後輩の教
育に尽力
・国家資格「公認心理師」と「精神保健
福祉士」の養成カリキュラムの実施
・創設当時の定員は50名、現在の定員
は80名

変わらないこと
・わが国初の「臨床心理学科」という歴
史的事実
・心理学の基礎領域の教育を大切にし
ていること
・こころに関心を持つ多様な学生と教職
員との自由闊達な学びの場であること

心理学実験Ⅰ・Ⅱ
実験、調査、観察等によるデータ収集。さらに、
分析結果をレポートにまとめ、こころを科学
的に捉える視点を身につける。

公認心理師
　心理に関する支援を要する人やそ
の関係者の相談に応じ、要支援者の
心理状態の観察・分析等を行い心の
健康の保持増進に寄与する専門職。
2018年度以降、本学科ならびに大
学院臨床心理学専攻修士課程にお
いて養成カリキュラムを実施している。

【学科のあゆみ】 1991年　医療福祉大学開学と同時に設置

定期試験
　卒業するには避けて通れな
いこと、それは、定期試験。試
験当日、頭を悩ませたことを思
い出す卒業生もいるのではな
いだろうか？ こちらは1994年の「心理学研究法」の試験問題。時間は経っても出題
内容は今なお色あせることはない。卒業生の皆さん、あらためてじっくりと解答してみ
てはいかがだろうか？　その当時の思いがよみがえるかもしれない。

Since  1991
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 子ども医療福祉学科 
医療福祉学部

病児・病後児、発達障がい児を含むあらゆる子どもと、
保護者を支援できる人材を育成
　川崎医療短期大学医療保育科の実績をもとに、医療・保育・幼児教育・ソーシャルワークに強い子ども支援者を
育成している。
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総合表現指導法 子どもの音楽的表現、造形的表現、身体的表現を総合的に育むため
の指導法について学び、実際に学生が作品を創作し公演。

子どもと遊びの指導法 子どもの「遊び」についての理論や指導法等を学び、子ども向
けの「わくわく子どもまつり」を開催。

パネルシアター
　温かみのある20セット
のパネルシアター。医療
保育科１期生が保育現
場で使うため教員と共に
制作し、今は後輩たちに
制作の見本として大切に
受け継がれている。

【学科のあゆみ】 2005年　医療短期大学医療保育科として開設
　　　　　　   2017年　医療福祉大学医療福祉学部子ども医療福祉学科に改組

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしいモノ～

かわさきこども園での実習

　本学科教員でもある園長・副園長の指
導のもと、1年次は全員「かわさきこども園」
（本学隣接）で施設見学、保育観察、参
加実習等を経験し、保育の役割を学ぶ。
（子どものケアと発達支援実習）

病児保育室での実習

　附属病院病児保育室との連携のもと、
2・3年次に施設見学、病児への保育支援、
保育計画の立案と実践等を通して、病児
保育室の役割について理解を深める。
（小児ケア実習）

「医療保育科」の看板
　医療短期大学での開
設時から北館入口に設置
していた、学生（医療保育
科1期生）と教員による
手作りの看板。オープン
キャンパスなどで来場者
を出迎えていた。

Since  1991
川 崎 医 療 福 祉 大 学



 保健看護学科 
保健看護学部

人々の健康を包括的にとらえ、科学的根拠に基づいた知識と技術を用いて
人々の幸せに貢献する専門性の高い実践力のある看護職者を育成
　豊かな人間教育の上に専門の知識や技術を習得して、保健・医療・福祉等の幅広い分野で活躍できる人材を育成する。

トピックスTopics
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Time travel
  ～歴史を感じる懐かしいモノ～

小児看護学実習
保育園での健康な子どもへの保育経験、小
児科外来での通院児に対する理解、小児病
棟での患児の受け持ちを通して、看護実践力
を身につける。写真は、実習に先立ち、モデル
人形を使用した技術トレーニングを行う様子。

公衆衛生看護学実習Ⅰ・Ⅱ
地域住民を対象にした保健活動の企画・実
施・評価を行う。写真は、保健師を目指す学
生が実習先の幼児に虫歯予防指導を行う
様子。

急性期看護学実習
附属病院、総合医療センター等で、病院から
在宅、誕生から終末期、救命救急等の幅広
い領域での臨地実習を行う。写真は、ガウン
テクニックの指導を受ける様子。

【学科のあゆみ】 1995年　医療福祉学部保健看護学科として開設
　　　　　　　 2019年　保健看護学部保健看護学科に改組（新学部設置）

「心肺蘇生人形」と「新型乳児人工蘇生訓練人形」
　保健看護学教育には、本物そっくりのモデル人形（シミュレーター）が
なくてはならない教材。現在は使われていないが、「心肺蘇生人形（レサ
シアン旧型）」は1996年に購入し、救急医療や救急看護学の授業で蘇
生技術演習に使用。また、「新型乳児人工蘇生訓練人形（旧型）」は学科
開設時から数年間、小児看護学の授業で口からの人工呼吸や心臓マッ
サージ等の赤ちゃんの心肺蘇生演習に使用していた。

診療補助技術論 看護師の基本技術、日常生活の支援など、「安全・安楽・自立」の原則
に基づいた技術をモデル人形や装着式キットを用いて演習し、技術
の科学的根拠を理解する。

病棟でのクリスマス会
　小児病棟に入院中の患児とともに、ク
リスマスの飾り付けや劇の披露など、楽
しい時間を共に過ごす。季節ごとの行事
を通して、子どもとその家族の心のサポー
トについて学ぶ。（小児看護学実習）

心肺蘇生人形（レサシアン旧型）

新型乳児人工蘇生訓練人形
（旧型）

Since  1991
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 理学療法学科 
リハビリテーション学部
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【学科のあゆみ】 1995年　医療技術学部リハビリテーション学科理学療法専攻として開設
　　　　　　　2019年　リハビリテーション学部理学療法学科に改組（新学部・学科設置）

保健や医療、福祉などの分野において、利用者や患者、 
障がい者の方々に貢献できる理学療法士を育成
　段階的な専門的知識・技術の習得を図るとともに、福祉社会創造の担い手として、喜びも悲しみも分かち合える豊か
な感受性を持ち、臨床の場で高度な客観的判断や自ら考えて行動ができる人材育成を目指している。

臨床基礎実習Ⅰ
講義で習得した知識・技術を臨床現場で再確認するとともに、社
会人としての礼節を身につける。定期試験では、技術や態度を判
定するため、教員が模擬患者となる実技試験を全国の養成校の
中でも先駆的に取り入れている。

補装具治療学実習
脳卒中片麻痺患者や切断患者の社会復帰には装具や
義足が必要になる場合がある。それまでに学習した補
装具治療学の知識を整理・補充し、義肢・装具・車椅
子の適合判定が正確にできるように実習を行う。

理学療法研究Ⅰ 
早期から附属病院リハビ
リテーションセンターの
現場を見学することで理
学療法士になるという目
標を明確にし、学習意欲
向上を目指す。 

臨床基礎実習Ⅱ
教員の指導のもと、臨床
現場で患者の理学療法
評価を行う。学内の実習
で、基本的な態度と技術
を身につけ、学外で行う
臨床実習につなげる。

変わったこと
学生数
　開設当初は「理学療法専攻 入学定員
30名」でスタートしたが、変遷する社会
のニーズに応え、現在は「60名」まで増員。

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしいモノ～

ハバードタンク（1995－）

　水治療法と全身運動が行えるように工夫された浴槽。浴槽部の外寸
は縦2.2m、横1.8m、高さ0.9m、大人が寝たままの状態で入れるほど
の大きさであるため搬入に苦労した。また、実際に使用する場合は大量
の水が必要で掃除も大変であった。実習では、学生の代表者が水着を
着て入浴し、浴槽の底から気泡が出てくるお湯の中で運動を行った。

Since  1991
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 作業療法学科 
リハビリテーション学部
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【学科のあゆみ】 1995年　医療技術学部リハビリテーション学科作業療法専攻として開設
　　　　　　　2019年　リハビリテーション学部作業療法学科に改組（新学部・学科設置）

作業療法士の資格を基に、専門知識と技術をもって、
対象者の「その人らしい」生活の実現に貢献できる人材を育成
　リハビリテーションを推進するチームの一員として、対象者に寄り添い、作業を通して対象者を笑顔にできる
作業療法士の育成を目指している。

作業療法研究Ⅰ 
入学後早期に、附属病院で作業療
法の臨床場面を見学し、文献研究
を行い発表する。基礎医学科目に
おける知識習得の重要性を再認識
することができる。

臨床基礎実習AⅡ
教員が附属病院で担当している患者に協力を依頼
し、実施する実習科目。身体障害に対する作業療法
の評価から問題点の抽出、目標設定、治療計画立
案、治療プログラム実施までを行う。

日常生活活動学実習
日常生活上の動作について、障がいに
あわせた適切な指導方法や介助方法を
実践的に学ぶ。福祉用具の適応や住宅
改修を含めた生活環境の工夫も併せて
学習する。

基礎作業学実習Ⅰ
臨床場面でよく用いられる作業活動
について、その工程や用具、治療的応
用、管理を学ぶ。作品製作を通して、作
業が心身に与える影響について考える。

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしいモノ～

骨・筋口頭試問
　解剖学の試験の一つであり、大学入学後最初の試
練となっている。骨や筋の模型を使い、一つ一つの名
称や場所を確認し、
その作用について学
習する。試験官に尋
ねられ、緊張して頭
が真っ白になった学
生も数多い。

電気炉（1995－）

　基礎作業学実習における陶芸制作に使用していた。どの筋がど
の程度作用するのかを考えつつ土を練り、ロクロやたたらを使っ
て成形した後、素焼きを行う。その後、釉薬で色をのせ、本焼きを
行う。火入れをした日は教員が朝まで居残り安全管理に努めた。
数日後の窯出しは、作品が割れていないか、色が飛んでいないか
とドキドキワクワクだった。

Since  1991
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 言語聴覚療法学科 
リハビリテーション学部

言語聴覚士として専門性の高い知識、優れた臨床技術の習得、 
新たな問題を解決する能力と豊かな人間性の育成
　言語発達やコミュニケーション、食べることの障がいに対して適切な支援を行える言語聴覚士を育てるとともに、
この分野で指導的立場になる人材の育成を目指す。 
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【学科のあゆみ】 1991年　医療技術学部感覚矯正学科言語聴覚専攻として開設
　　　　　　　2019年　リハビリテーション学部言語聴覚療法学科に改組（新学部・学科設置）

言語発達障害Ⅰ  
「言語発達心理学」で定型発達児の言語、認
知、社会性の発達を学び終えた後、各種の発
達障害の定義について学び、それぞれの障害
特性の知識を得る。３年次での臨床実習に向
け、基礎的な知識を学ぶための講義。 

聴覚障害Ⅰ  
聴覚障害の原因・種類・程度・評価について臨床に必要な知識を学び、聴覚障がい者・
児のニーズ、コミュニケーション方法等についてさまざまな視点から検討ができるように
知識を高め、臨床に備える。 

発声発語・嚥下障害学演習Ⅰ
発声発語・嚥下障害の最新の検査およ
び評価法を、言語聴覚士協会認定言語
聴覚士および摂食嚥下リハビリテーショ
ン学会認定士の資格を持つ教員が実地
で指導。

失語・高次脳機能障害学演習Ⅱ 
「高次脳機能障害」は一般的に理解されにくく、
「失認」は見えているのに対象物が何であるかわ
からない。この複雑な症状を認知、行為、記憶、
注意などの検査法を通じて理解し、臨床技法の
獲得につなげる。

変わったこと
「グループワーク」の実践 
　多様化する言語聴覚士の仕事や役割
を知ってもらうことや、言語聴覚士を志す
人の意欲向上につなげるためにさまざま
な活動を展開。岡山県内の障がい者支援
施設・作業所でのグループワーク実習や、
岡山県言語聴覚士会が主催する「言語ま
つり」ヘボランティアスタッフとして参加
するなど学生は貴重な体験を通じて成長
していく。 

ITPA 言語学習能力診断検査
（1991－2018）

　廃版とともに要綱から姿を消した小児
言語発達の検査道具。改定でイラストが新
しくなり「カセットテープ」も「ITPA言語学
習能力診断検査CD」に進化したが、大学で使用しているものに
は今も「カセットテープ」が入っている。現代の学生にはなじみの
ない「カセットテープ」や「フィルム」といった言葉が用いられている。 

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしいモノ～

オージオメータ（1991－2017）

　開学当時は最新だった聴力検査機器「AA-70」（RION社製）。
真っ黒な画面に緑色のオージオグラムがまぶしかったが、27
年が経ち、画面が映らなくなり廃棄。
「AA-69」や「ネオメータ」（乳幼児用）は
今なお現役で実習に用いられており、学
生が「ネオメータ」を持って、ついついピ
ストルのように遊んでしまう光景は昔と
同じ。

Since  1991
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 視能療法学科 
リハビリテーション学部

　視能訓練士養成機関の歴史と伝統、優れた教育ノウハウで、視能障害の検査や症状の分析を正しく行うための
知識と技能を身につけ、患者の不安を和らげることのできる視能訓練士の育成を目指している。
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Time travel
  ～歴史を感じる懐かしいモノ～

高い専門知識と臨床技術、問題解決能力を備えた
人間性豊かな視能訓練士を育成

視能検査学実習Ⅱ 弱視や斜視における視能検査の測定法や評価法を学ぶ。視能療法学
の土台となる重要な科目。

視能検査学実習Ⅰ
主に、視力・屈折・視野など視覚入力に関す
る検査について、原理に基づき実習を行う。
写真は、網膜断層像を撮影する検査の実習
風景。

臨床視能学実習Ⅱ
視能検査と医療面接を通じて、臨床技術と
コミュニケーション能力の習得を目指す。学
期末には4年次の学外病院実習に向けて
OSCE（客観的臨床能力試験）が行われる。

視能臨地実習Ⅰ
2年次から行う附属病院での臨床現場実習。
写真は「視力検査」の実習風景。

【学科のあゆみ】 1991年　医療技術学部感覚矯正学科視能矯正専攻として開設
　　　　　　　2019年　リハビリテーション学部視能療法学科に改組（新学部・学科設置）

病院実習開始式
　2年次で初めて病院実習を行う
にあたり、医療に携わる者としての
自覚を持ち、知識や技術の統合を
目指すことを宣誓する。

視能矯正学実習書
“視能矯正を学ぶ”わが国初の4年
制大学において、視能矯正について
体系的にまとめられた貴重な実習書。

ファンダスハプロスコープ
眼底を観察しながら両眼視機
能の評価ができる。

ブレインアトラス
視覚誘発電位を経時
的にマッピングできる
脳波計。

懐かしの実習器具・装置

筒井式研究計画
実施表
筒井 純初代学科長
が考案。
論理的に考える習慣
が身につく秀逸な表。

Since  1991
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 臨床検査学科 
医療技術学部

臨床検査の確かな知識や技術を習得し、豊かな人間性と
コミュニケーション力を備え、自ら学びを継続できる人材を育成

106 107

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしいモノ～

　知識と技術、検体や検査機器の取り扱いを習得し、高度化する現代医療が求める検査法・検査サービスの多様性に
応じて自己研鑚力を発揮し、かつ倫理観を備えた専門的医療技術者である臨床検査技師を目指す。

旧ワッペン

ワッペン授与式
　医療短期大学臨床検査科として開設
以来、実習着「緑衣」は何度かデザインを
変更しているが、前身の学科カラーであっ
た「緑色」は継続。「ワッペン」は3年次生
が「ワッペン授与式」で授与される、病院
実習を行うことを許可された証。医療福
祉大学に改組後、2019年にさらにリ
ニューアルした。

各種臨床実習（病院実習）
病院の中央検査部において各部門（血液、生
化学、免疫、生理機能、微生物、病理など）を少
人数グループで回る、臨床現場での実習。患者
への接遇態度も学ぶ。

神経生理・超音波検査学実習
脳波・筋電図検査や超音波検査の原理や
検査の方法、波形と病気との関連付けなど
を学ぶ。

病理検査学実習
メスで薄切した臓器をスライドガラスの上
で染色するという工程や原理を学ぶ。また、
特殊な染色により、組織や細胞の何がどの
ように染まるのかを学び、疾病と関連付け
た学習を行う。

【学科のあゆみ】 1973年　医療短期大学臨床検査科として開設
　　　　　　　 2017年　医療福祉大学医療技術学部臨床検査学科に改組

医療短期大学実習室と器具乾燥棚（1975－2018）

血液検査学臨床実習
附属病院中央検査部血液部門
での実習。血液中の成分（白血球
や赤血球など）の数や形態・機能
の検査や病気との関わりを現場
で実践的に学ぶ。

新ワッペン

（医療短期大学210実習室）
昭和49年度生
オリエンテーション・基礎実習風景

昭和50〜52年度生
基礎実習で作成中

昭和50年度生頃の学生が手作りし、2018
年まで、約40年にわたって使用。器具や容
量によって異なる径の穴を開け、メスシリン
ダーなどをかけて乾燥できるようにしていた。

2012年 血液検査学実習風景
顕微鏡が進化している

（医療短期大学210実習室）

（器具乾燥棚）

Since  1991
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 診療放射線技術学科 
医療技術学部

最新医療に対応できる専門的かつ実践的な知識と技術を
身につけた診療放射線技師の育成
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　医療技術の進歩に対応できる継続的学習能力と探求心を培う。さらに、豊かな人間性と高い倫理観、さまざまな課題
に対応できる問題解決能力とコミュニケーション能力を持った医療人を育成する。

現ワッペン旧ワッペン

授章式・臨床実習開始式
　授章式では、臨床実習への参加を許
可する証として、学生一人一人にワッペ
ンが授与される。医療短期大学の頃から
40年以上続く、学科の伝統行事である。
医療福祉大学１期生からワッペンのデザ
インをリニューアルした。

レントゲン博士像
　医療短期大学時代から鎮座する「レ
ントゲン博士像」。レントゲン博士による
X線の発見によって、診療放射線技師の
仕事であるX線撮影が始まった。学科を
象徴する偉人であり、第1回ノーベル物
理学賞の受賞者である。

診療画像技術学基礎実習
臨床実習の一環として学内で行う実技練習。X線撮影の基本である骨撮影のポジショニングや、
人体ファントムを撮影したX線画像による解剖学の学習、超音波検査や無散瞳眼底カメラ検
査など、さまざまな手技を習得する。

医学概論
入学早々の1年次春学期に、附属病院中
央放射線部で臨床現場を見学し、診療放
射線技師になる自覚と勉強への意欲を奮
起させている。 

放射線機器工学基礎実習
医療画像の画像処理法や、CT画像を用い
た画像再構成・3次元画像表示法など、診
療放射線技師として必要な画像処理法や
画像解剖学について学習する。

【学科のあゆみ】 1977年　医療短期大学放射線技術科として開設
　　　　　　　 2017年　医療福祉大学医療技術学部診療放射線技術学科に改組

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしいモノ～

35mmモノクロフィルム現像セット
　学生たちはアナログ画像の写真処理を学ぶため、カメ
ラで撮影したモノクロフィルムを
現像し印画紙に焼き付け、写真
画像を作成していた。デジタル
画像が当たり前の現在では懐か
しい品である。

直線軌道断層撮影装置 
　この装置は人体の断面像が撮影される
原理を理解するため、学内での基礎的な
実験や実習で活躍していた。しかし「X線
CT」の普及により全国の医療施設から姿
を消し、学内でも必要性がなくなっていっ
た、今となっては懐かしい装置である。

画像化技術の進歩とともに

トピックスTopics

Since  1991
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 臨床工学科 
医療技術学部

医学と工学を基礎とする臨床工学の知識・技能と、科学的思考力および
医療従事者としての倫理観を身につけた臨床工学技士の育成
　豊かな教養と高い倫理観に裏付けられた医療従事者としての感性を有し、医学と工学を基礎とする臨床工学の知識と
技術を兼ね備え、さらにそれを維持・発展できる人材の育成を目指す。 

生体機能代行装置学実習 
臨床工学技士の業務で中心的に取り
扱う、呼吸・循環・代謝に関わる装置
について、実際の医療機器を使用し、
使用目的や使用方法についての理解
を深め、スキルを身につけるとともに、
保守点検技術も習得。

治療機器学実習
治療目的や治療原理を理解するとともに、
それぞれの装置の基本的な操作方法や
点検技術を学ぶ。
写真は、電気メスを使用している様子。

生体計測実習
生体計測概論・詳論の講義で、理論を
学んだ生体計測の方法を実習を通じ
て実際に確かめ、その知識や取り扱い
方法を身につける。

基礎理工学実験
臨床工学に必要な物理
学の知識向上を目的と
し、力学の現象を実験を
通じて理解する。
写真は、「ペットボトルロケット」を製作し
て飛ばす実験の様子。
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【学科のあゆみ】 1988年　医療短期大学医用電子技術科として開設（1999年　臨床工学科に学科名変更）
　　　　　　　2007年　医療福祉大学医療技術学部臨床工学科に改組

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしいモノ～

医用テレメータ（アナログ式） 
　地上波デジタルテレビ放送や携帯電話
など、通信にデジタル方式が採用される以
前に活躍した、アナログ式の生体計測モニ
タ。扱う機器がアナログからデジタルへと
変わっても、テレメータのチャンネル管理は、
昔も今も臨床工学技士の重要な仕事の一
つである。 

臨床実習開始式
　臨床実習へ臨むことのできる証として、3年次に
臨床実習開始式を行う。実習開始に向けて、卒業
生や職員からアドバイスや激励の言葉を受ける。 

Since  1991
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 臨床栄養学科 
医療技術学部

臨床栄養学の高い専門性を生かし医療福祉分野において
全人的な栄養管理を実践できる管理栄養士を育成
　急速に進行する少子高齢社会にあって、食生活・栄養管理の課題は重要性を増している。社会の要請に応えられる、
豊かな人間性、臨床栄養を軸に幅広い専門知識と経験を備えた人材の育成を目指す。

110 111

臨床栄養学実習、病態栄養管理実習
糖尿病や腎臓病等の病態を理解し栄養管理のあり方を
学ぶため、ベッドサイドでの患者情報の収集や、食事内容
の検討、栄養指導方法を体験する。病気の診断のための
検査の見学や、チーム医療についても体験し、コミュニケー
ションスキルを磨く。

管理栄養士概説
1年次春学期に小グループで病院管理栄
養士のさまざまな役割（フードサービス、栄
養相談、透析・糖尿病・消化器疾患などの
栄養管理等）を見学し、4年間の学修の動
機付けとする。

健康管理実習
近隣地域における健康や栄養につ
いての課題解決のため、「健康教室」
を開学以来継続して行っている。学
生は自ら課題を整理し、開催内容を
企画・提案する。地域住民と直接関
わることで、地域における栄養活動
の運営方法について学ぶ。

【学科のあゆみ】 1983年　医療短期大学栄養科として開設
　　　　　　　 1991年　医療福祉大学開学と同時に医療技術学部臨床栄養学科に改組

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしいモノ～

調理実習室の包丁
　開設以来、調理実習で
使用されてきた包丁。研ぎ
ながら大切に使用されて
きたが、2018年に新しいものになった。
この包丁を使って行ったキュウリの小口
切りの実技試験は、卒業生の懐かしい思
い出となっている。

臨床栄養学科を鼓舞する横断幕（1998－）

　1998年に、
大学院修士課
程臨床栄養学
専攻修了生（1
期生）から、臨
床栄養学科のこれからの発展を期待して贈られた「横
断幕」。学科の歓送迎会や祝賀会などで掲げ、思いを一
つにしている。

変わらないこと
　医療短期大学時代から行われてきた長
期間の臨地実習。現在も3年次秋学期に病
院、福祉施設、学校、保育園、保健所などの
施設で21週間の実習が行われている。

臨地実習開始式

1983年〜

2018年〜

Since  1991
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 健康体育学科 
医療技術学部

トピックスTopics
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【学科のあゆみ】 1991年　医療福祉大学開学と同時に設置

健康学、体育学、医学における専門教育を行い、科学的な健康・体力づくりの
推進役として幅広いライフサイクルにおいて活動できる人材の育成
　科学的な健康・体力づくりの推進役として、個々人の身体機能や生活環境を考慮した適切な運動処方と実技指導の
できる健康運動実践指導者、健康運動指導士、ならびに学校での健康教育に関わる教員の養成を目的とする。

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしいモノ～

ストレインゲージ式水中体重計
　かつてはヒトの体脂肪率を測定するために「水
中体重法」（息を吐き、水に潜った際の体重を測
定）を用いていた。現在は「体脂肪計付き体重計」
などで手軽に測定できるが、本学科では「水中
体重法」を今でも学んでおり、開学当時からの「水
中体重計」（現在は製造終了）を大切に使用して
いる。

体力測定法実習B 
体組成評価や最大酸素摂取量測定、マシン
を用いた筋力測定や映像からの動作解析等、
各種体力測定に必要な知識と技術をさまざ
まな角度から習得する。また動物実験を通じ
て、体力科学に関する基礎的理解を深める。

体育指導法B（遠泳実習） 
新入生が最初に経験する、開学当時から続
く学外実習。生きた水を知り、自然を体感し、
励まし合いながら隊列を組んで完泳する意
義を学び、海での集団生活を通して「健康体
育学」に触れる。

　1999年から倉敷市と連携し、市民
対象のスポーツ教室を開催している。
開始当初は、参加者の健康づくりが目
的であったが、現在は運動指導ボラン
ティアの育成に軸足を移し、地元倉敷
の健康づくりに貢献するとともに、健
康運動指導士を目指す学生教育の場
として重要な役割を担っている。

倉敷市中高年健康スポーツ教室

運動処方演習実技Ａ 
中高齢者に必要な体力や測定法を理解
し、介護予防、生活習慣病の予防・改善
のための運動プログラム作成に必要な
知識と指導するための技能を習得し、健
康運動指導に対する理解を深める。

Since  1991
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 医療福祉経営学科 
医療福祉マネジメント学部
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【学科のあゆみ】 1977年　医療短期大学医療秘書科として開設
　　　　　　 　2000年　医療福祉大学医療福祉学部医療福祉マネジメント学科に改組
　　　　　　　 2005年　医療福祉マネジメント学部医療福祉経営学科に改組（新学部・学科設置）

専門知識と問題解決能力を有した、 
医療経営ができる実践力のある人材を育成
　社会的動向や医療福祉政策等についてのマクロ的視点とともに、医療福祉施設運営や経営管理等についての
ミクロ的視点を備えたマネジメントの専門家を育成する。 

基礎ゼミⅢ 
患者に安心・安全な医療を提供するより良
い病院づくりのため、医業経営スタッフに不
可欠な戦略立案能力を身につける。 
写真は、ガントチャートの作成演習。目的達
成のために最適な業務手順をガントチャー
トによって作成している。

実習概論  
学外実習を行うための実践力を身につける。
知識を得た後、グループワーク、ロールプレ
イで実践力を定着させる。 
写真は、OSCE試験に備えてグループでロー
ルプレイに取り組む様子。

基礎ゼミⅡ 
より良い病院経営のため、実践的な病院経営の知識、技術を身につけることを目標にブレイン
ストーミング、K-J 法、フィッシュボーンなどの方法を学ぶ。
写真は、「K-J 法」の使い方を訓練している様子。 

医療福祉マネジメント各論A 
医療機関の財務管理、組織経営等を学ぶ。本
講義は、医業経営管理能力検定にもつながって
おり、合格者数は全国１位を更新している。この
検定の先には「認定登録医業経営コンサルタン
ト」資格があり、史上最年少の合格者を輩出し
続けている。

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしいモノ～

「医療福祉マネジメント学科」時代の「実習着」
　本学科と医療秘書学科の前身である「医療福祉マネジメント
学科」の実習は、2つのコースに分かれて行っていた。
　マネジメント・テクノロジー・コースは附属病院事務部、中央病
歴室（現医療資料部）、旭川荘で、セクレタリアル・テクノロジー・コー
スは、附属病院事務部、中央病歴室、医科大学中央教員秘書室および臨床系教授
室で、医療福祉現場の総合的なマネジメントを理解するための実習を行っていた。
　当時の実習着は男女とも同じデザインであった。 

デンマーク医療福祉研修
（学外実習Ⅱ）

　基礎ゼミおよび実習概論、学外実習Ⅰ
で身につけた力を外部の医療機関、福祉
施設、医療関連企業等で実践。希望者は
デンマークでの医療福祉研修に参加。 

デンマークでの研修風景

学外実習報告会

Since  1991
川 崎 医 療 福 祉 大 学



 医療情報学科 
医療福祉マネジメント学部

情報科学の知識・技術を生かし、より良い医療のための
情報化推進に貢献する医療情報の専門家を育成
　診療情報管理士と医療情報技師のダブルライセンス取得により、診療情報管理、医療情報技術の両面から医療を
支援する医療情報の専門家を育成している。

トピックスTopics
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背景が黒い画面に、CASLというプロ
グラミング言語を打ち込み、文字を表
示させたり、模様を描いたりしていた。

２期生が作成した教員似顔絵
似顔絵Tシャツ（2004年） 本学科学生が作成

川崎医療福祉大学
初代ホームページ

　入院中の小中学生の視野を広げ、生
活経験を豊かにすることを目的に、本学
科学生がパソコン学習を支援しており、
20年以上続けている。子どもたちがパ
ソコンで描いた作品は「全国院内学級
絵画展覧会」に出展している。 

病院実習
3年次に附属病院および総
合医療センターの診療情報
管理部門等で行う６週間の
実習。業務上の課題を見つけ、
病院情報システム開発につな
げる。 

ネットワークⅠ・同実験
学生自らがパソコンや機器を接続してネットワークを構築。ネッ
トワークを流れるデータを可視化し、その仕組みを肌で感じ
取る本学科ならではの実験科目。 

【学科のあゆみ】 1991年　医療福祉大学開学と同時に医療技術学部医療情報学科として設置
　　　　　　　2005年　医療福祉マネジメント学部医療情報学科に改組（新学部設置）

学科教員の似顔絵データ

病院実習開始式

　「病院実習」に先立ち、病院実習開始
式を開催。学生たちは
決意を述べ、学科ワッペ
ンを着用し、身も心も引
き締める。 

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしいモノ～

“DOS/V”パソコン

情報技術総合演習
病院実習で得られた課題を解決するシステムを、授業で習得し
た知識や技術を用いて３人一組のチームで開発。自分たちの力
でシステムを完成させ、デモンストレーションを行う。

附属病院院内学級サポート

Since  1991
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 医療秘書学科 
医療福祉マネジメント学部

　医療秘書教育40年を超える実績のもと、全国唯一の4年制学科として常にパイオニア精神を持ち続け、
医療現場からの期待に応える人材の育成を目指している。 

トピックスTopics
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Time travel
  ～歴史を感じる懐かしいモノ～

医療短期大学時代の制服とワッペン
　定番の「ブラウン色」の制服を着て通学し学生
生活を送っていた。「ワッペン」（1978〜
2000年）は、最終学年に進級した証とし
て左腕に着け、病院実習へ臨んでい
た。 

ACUでの海外研修（2006－2013）
　学科独自の海外研修
を、シドニー（オーストラリ
ア）にある「オーストラリア
ン カソリック大学」（通称
「ACU」）で行っていた。延
べ100人の学生がホーム
ステイや病院見学などを
行い、異文化体験をした。

医療現場で気配り・心配りをし、段取りマネジメント手法で
チーム医療を支える医療秘書を育成

学外実習Ⅰ
医科大学の教授のもとで行う実
習。患者のために診療・教育・研
究に携わる「医師」としての姿を
見て、その右腕となる医療秘書
としての心構えと身につけるべ
き態度を学ぶ。

【学科のあゆみ】 1977年　医療短期大学医療秘書科として開設
　　　　　　　 2000年　医療福祉大学医療福祉学部医療福祉マネジメント学科に改組
　　　　　　　 2005年　医療福祉マネジメント学部医療秘書学科に改組（新学部・学科設置）

　医療秘書として基本的な接遇技能を習得している
証として、学生全員が「秘書技能検定」（公益財団法
人 実務技能検定協会）を受験。準1級以上の合格を
目指し（2級には毎年全員合格）、面接等の練習に励
んでいる。教員による熱心な指導のもと、学生たちは
日々努力を重ね、成績優秀者に贈られる「優秀賞」や
「団体優秀賞」の受
賞実績を持つ。これ
からも高い接遇能
力を備えた人材を
育成していく。

「秘書技能検定」
　　団体優秀賞受賞

医療組織論 
医療秘書の段取りマネジメン
ト手法に、国際標準のプロジェ
クトマネジメント手法を取り入
れている。 

医療秘書機能演習
医療秘書が実務を行うために
必要な知識を、技術的な面で
も習得できるように、ICT機器
や電話等の設備を使いながら
実習している。内容は、他の科
目（医療秘書学概論、オフィス
スタディ等）とリンクしている。

ワッペン

医療短大時代の
制服（1988〜2000
年頃のデザイン）

Since  1991
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 医療福祉デザイン学科 
医療福祉マネジメント学部

【学科のあゆみ】 1994年　医療短期大学医用デザイン科として開設
　　　　　　　 2000年　医療福祉大学医療福祉学部医療福祉環境デザイン学科に改組
　　　　　　　 2005年　医療福祉マネジメント学部医療福祉デザイン学科に改組（新学部設置・学科名変更）

トピックスTopics
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医療福祉分野において、デザインのセンスとスキルを応用して
主体的に価値創造と問題解決ができる人材を育成
　デザインによるコミュニケーション能力、医療福祉現場におけるさまざまな問題を解決するためのデザインセンスと
スキルの応用能力、医療福祉業務を高度にサポートする技術を習得する。 

ビジュアルコミュニケーション  
デザイン
医療福祉機関での案内表示や広報活動をテー
マにし、調査・分析から企画・デザイン・プレゼ
ンテーションまでの制作プロセスを実践的に
学ぶ。デザイン制作以外にも交渉力など、社会
人として必要とされる能力を養う。 

メディカルイラスト
基礎医学、臨床医学の基礎的知識をベー
スに、医学・医療情報を視覚化するための
構成力、表現力を養う全国でも珍しい授業。
2DCG、3DCG、3Dプリント、3Dスキャン
などの多様な表現を駆使し、難解な内容を
わかりやすく正確に伝えるメディカルコミュ
ニケーターの育成を目指す。

ホスピタルデザイン
「ホスピタルデザイン（医療福祉施設へのデ
ザイン導入による貢献）とは何か」というテー
マに対し、自分なりの回答を視覚的に表現
しプレゼンテーションを行う。

　デザインの応用により医療の現場で
活躍できる人材を育成し、医療関連領
域におけるデザイナーとしての新たな職
域を確立するため、2013年より開始。
これまでに86人が認定され県内外で
活躍（2019年3月現在）。 2018年か
らは、認定対象者範囲を拡大し、認定
医療デザイナーとしてのさらなる展開が
期待される。

「認定医療デザイナー」
（ホスピタルデザイン研究会による
認定資格） 

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしいモノ～

ミロのヴィーナス石膏像
　デッサン用に購入したが教室の
天井が低く圧迫感があったため、
学科実習室フロアのロビーに設置。
デッサンにも活用しつつ、学科の
シンボル的存在として、学生には
世代を超えて親しまれている。 

Since  1991
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大 学 院

研 究 活 動
　本学は、研究者の自由な発想に基づく研究活動を全学的に支援し、医療・福祉の発展に寄与するため、さまざま
な取り組みを積極的に展開している。

「医療福祉研究費」による研究助成

研究発表の場  ―川崎医療福祉学会―

研修会の開催
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　医療福祉の領域における高度専門職業人・指導者の養成を目的として1996年に修士課程 2 研究科 6 専攻か
らスタートした本学大学院は、現在の3 研究科13専攻へと発展し、これまでに894名に修士、157名に博士の学
位を授与（2019年 3月現在）し、理論と実践力を備えた専門職・研究者・教育者を輩出してきた。近年では、一部
の専攻において専門領域に特化したコースを設け、社会のニーズに対応した専門職業人を育成している。また学
部と同様、大学院でも「多職種連携」に重きを置き、「大学院専攻交流会」を2015年から実施。研究科、専攻を超
えた教員と大学院生の交流および指導の連携推進の場となっている。

　独創的で医療・福祉分野に貢献できるような研究の推進に対し支援・配分を行うもので、2006年から助成開始。これ
までに228件に対し助成。学内の複数の研究者による共同的なプロジェクト研究を対象に授与されており、学内の研究
者の横断的な研究交流・研究促進に寄与している。2008年から「医療福祉研究報告会」を開催し、140件の論文や研究
報告書等が提出された。

　研究倫理の意識強化や研究不正防止を図るため「研究者等の倫理的配慮に関する研修会」、「コ
ンプライアンス等研修会」等をFD・SD研修会として開催している。また、科研費獲得を目指す研
究者を対象に獲得研修会を毎年開催。科研費獲得や科研費審査委員の実績がある学内研究者
によるワーキンググループを組織し、提出された申請書に対してあらゆる観点から客観的なアドバ
イスを行う体制を構築している。科研費獲得件数は、ここ数年で倍以上となっている。 医療福祉研究報告会

　医療福祉大学開学の1991年、各種専門領域を超えた学際的な学会として「川崎医療福祉
学会」が創設され、「川崎医療福祉学会誌」（和文誌）、「Kawasaki Journal of Medical 
Welfare」（英文誌）を発刊。「川崎医療福祉学
会研究集会」を開催し、現在までに1636編の
研究報告を行っている（2019年現在）。川崎医療福祉学会研究集会

（年2回開催）

川崎医療福祉学会誌（和文誌）  Kawasaki Journal of Medical 
Welfare（英文誌） 

　臨床心理学専攻の大学院生が、一般の
相談者からの心理相談に当たり、心理面
接技術を身につける。臨床心理士養成の
ための実習機関として1997年に開設され、
現在は公認心理師養成のための実習も行っ
ている。

附属心理・教育相談室
―臨床心理士・公認心理師育成の場―

保護者面接

Since  1991
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川崎医療福祉大学大学院の変遷

➡

特色ある
コースを設定

◆ 発達障害（TEACCH）コース、遺伝カウンセリングコース（医療福祉学）
◆ 助産学コース、がん看護学コース（保健看護学）

〈開設当時（1996年度）〉
研究科 専　攻

医療福祉学 医療福祉学
臨床心理学

医療技術学
医療情報学
感覚矯正学
健康体育学
臨床栄養学

※修士課程のみ 

〈現在（2019年度）〉
研究科 専　攻

医療福祉学
医療福祉学（修士・博士）
臨床心理学（修士・博士）
保健看護学（修士・博士）

医療技術学

感覚矯正学（修士・博士）
健康体育学（修士）
臨床栄養学（修士）
健康科学（博士）
リハビリテーション学（修士・博士）
臨床工学（修士・博士）

医療福祉
マネジメント学

医療福祉経営学（修士）
医療秘書学（修士）
医療福祉デザイン学（修士）
医療情報学（修士・博士）



生涯学習、スキルアップの場として ―専門職の育成による地域貢献―
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医療や医療福祉の専門性と、専門職育成の実績を生かし、生涯学習の場を提供し
地域へ貢献している。

●TEACCH自閉症プログラム実践者の育成
　自閉症者（児）やその家族等の支援のため、「TEACCH自閉症プログラム」の普及活
動に力を入れており、自閉症に関わる専門職者や一般社会人を対象に「自閉症特別講座」
やセミナーなどを開催し、高度な専門家や実践者の育成を目指している。これらの活動は、
TEACCHプログラムの日本での第一人者であった故佐々木正美教授（医療福祉学科）
が原点。2004年にノースカロライナ大学医学部TEACCH部と姉妹大学の提携を結び、
本学に「TEACCH 部」を設置（2005 年）。2015 年度には「社会連携センター　
TEACCH Autism Program （TEACCH自閉症プログラム）」に改組し、自閉症者（児）
の自立支援や社会への理解を深めるため、人材育成に取り組んでいる。

●自閉症者（児）のための水中運動教室（健康体育学科）

　2003年から、岡山県内の自閉症者（児）を対象とした水泳教室を本学の温水プー
ルにおいて開催している。水中では関節などへの負荷が少ない筋力トレーニングなど
が可能で、身体機能向上が目指せる。水泳教室の開催は、自閉症者（児）の社会参加
に大きく寄与している。

自閉症者（児）への支援、理解を深める取り組み

「自閉症特別講座」修了式（毎年約20名が受講）

自閉症者（児）のための水中運動教室

　変化する社会や制度、そして多様化するニーズに
応え、地域保健・医療・福祉に貢献できる看護職の
育成と個々の看護職のキャリア支援および社会人
の学び直しの機会を提供するため、川崎学園は
2017年に「特定行為研修指定研修機関」として、中
四国の大学病院で初めて認定を受けた。
　活動運営拠点として「看護実践・キャリアサポート
センター」を本学に新設し、「看護師特定行為研修」、

「認定看護管理者教育課程ファーストレベル研修」と、
テーマを決めて行う「一般職看護師等研修」および

「認定看護師教育課程（心不全、クリティカル）」を柱
とし、実践的かつ質の高い教育プログラムの企画・
運営を行っている。研修の場として附属病院、総合医療センターと協働し、
学園一体となって、地域の人材育成と医療の質の向上を目指している。

人材育成、地域医療の質の向上に貢献  ―看護実践・キャリアサポートセンターの活動―

フィジカルアセスメント 演習中

「人工呼吸器設定変更ハンズオン」研修風景

　医療秘書学科では、2014年度から「クリニカルセクレタリー育成プ
ログラム」を行っている。「クリニカルセクレタリー」とは、医師を補佐（電
子カルテへの要約記録や投薬等の代行入力）
し、チーム医療の円滑なマネジメントを行う
ハイレベルな医療秘書のことで、プログラム
開始以来、約30人の学生・社会人が認定さ
れている。

クリニカルセクレタリーの育成（医療秘書学科）
　本学では、教員として必要な資質能力が保持さ
れるよう最新の知識技能を身につける「教員免許状
更新講習」を、毎年実施している。実施にあたって
は、教職課程を有している医療福祉、保健看護、
健康体育学科が、専門性を生かした内容で講習を
行い、本学の教育活動を幅広く還元している。

教員免許状更新講習

Since  1991
川 崎 医 療 福 祉 大 学
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創 設 者  川 﨑 祐 宣 先 生 の 顕 彰 碑

郷 土 の 誇り

　2000（平成12）年12月20日、川﨑祐宣先生が育った鹿児島県姶良郡横川村中ノ（現 霧島市
横川町）の屋敷跡に建立された顕彰碑。当時の横川町長らが発起人となり、町内外の多くの賛同者
から寄せられた募金によって、建立する運びとなりました。
　「横川町で生まれ育った偉人川﨑祐宣先生を広く町民に認知していただき、郷土の誇りとして、また、
21世紀を担う子どもたちの将来に向けての活力源となってほしい」との意が込められています。
　碑文の最後には、「病める人とそれをつつむ社会への奉仕を信条に医療と福祉に一生を捧げ、医療・
教育・福祉の三本の苗を大きく育て実らせた。川﨑博士は、太っ腹な薩摩隼人として知られ、座右の
銘“敬天愛人”を実践した人とたたえられている。また、横川町への愛着が強く、生涯鹿児島のお茶を
たしなまれた。」と刻されています。なお、この跡地は霧島市へ寄附され、霧島市は記念公園として
整備する計画です。

鹿 児 島 県

鹿児島市◎ 生家

霧島市横川町

K
aw

asaki G
akuen Episodes
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大学理念
人

ひ と

間をつくる
体をつくる
医療福祉学をきわめる

　川崎医療短期大学は、創設者川﨑祐宣
の壮大な構想を持って発足された川崎学
園において、川崎医科大学、川崎医科大
学附属高校に次ぐ三番目の施設として1973
（昭和48）年 4月に開設された。その教育
は、高度な専門知識と優れた医療技術を
持った有能な専門的医療技術者を養成する
という先駆的なものであった。優れた医療
技術者の養成は医師の養成と同等に重要と
考え、全国有数の施設設備を整備し、講義
と臨地実習が適切に行われるカリキュラム
を編成した。また、専門科目と同様に教養
科目を重視し、協調・協力の精神と習慣を
身につける教育に努めた。
　開設当初は、第一看護科、第二看護科
および臨床検査科の 3 学科で構成されて
いたが、その後の学科増設により7 学科
1 通信教育部を擁する一大医療系短期
大学に成長した。そして豊かな人間性と、
医療現場で活躍できる実践力を身につけた
人材を輩出することで高い評価を得てきた。
　近年の医療福祉大学への改組を経て、
現在は看護科と医療介護福祉科の 2 学科
体制となっているが、2つの大学病院を中心
とした川崎学園ネットワークの恵まれた実習
環境に全国から高い目的意識を持った学生
が集い、卒業後はその多くがチーム医療を
担うスペシャリストとして活躍している。開学
以来培ってきた教育実績と伝統を継承し、
川崎医療短期大学はこれからも社会に求め
られる有為な人材を養成していく。

120 121

―設立の想い―

チーム医療に不可欠な
優れた専門的医療技術者の養成を目指す
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川崎医療短期大学
学長　椿原 彰夫
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1973（昭和48）年  2月  川崎医療短期大学設置認可
  4月  川崎医療短期大学開学（初代学長 川﨑祐宣） 

第一看護科、第二看護科、臨床検査科設置
  4月  第1回入学式

1975（昭和50）年  3月  第１回卒業式（第二看護科）
10月  本館５・６階増築工事竣工

1977（昭和52）年  4月  放射線技術科、医療秘書科設置
1978（昭和53）年  3月  学生寮増築竣工
1982（昭和57）年  3月  校舎棟増築竣工（鉄筋6階校舎を接続）
1983（昭和58）年  4月  栄養科、通信教育部（医療秘書科）設置
1988（昭和63）年  4月  医用電子技術科設置
1991（平成  3）年  4月  栄養科募集停止
1993（平成  5）年12月  医用デザイン科棟（北校舎）増築竣工
1994（平成  6）年  4月  医用デザイン科設置
1999（平成11）年  4月  医用電子技術科を臨床工学科に学科名変更

12月  体育館竣工
2000（平成12）年  4月  医療秘書科、医用デザイン科、通信教育部（医療秘

書科）募集停止
2001（平成13）年  4月  介護福祉科設置
2005（平成17）年  4月  医療保育科設置

  4月  第二看護科募集停止
2007（平成19）年  4月  第三者機関別評価適格認定（短期大学基準協会）

  4月  第一看護科を看護科に学科名変更
  4月  臨床工学科募集停止

2010（平成22）年  3月  食堂改修工事竣工
2012（平成24）年  4月  介護福祉科を医療介護福祉科に学科名変更
2017（平成29）年  4月  臨床検査科、放射線技術科、医療保育科募集停止
2019（令和元）年  9月  川崎学園学生寮「このはな寮」竣工

122 123

学校案内の変遷

学生寮増築（1978年3月）

第1回入学式（1973年4月）

体育館竣工（1999年12月）

学生寮「このはな寮」竣工（2019年9月）

 ～川崎医療短期大学のあゆみ～
一路春風

1974年〜1995年

川崎医療短期大学設置認可書

新入生を対象とした「学外研修」や、学科や学年の枠を超え、学生間の交流を目的とした「スポーツ大
会」など、毎年趣向を凝らした行事を開催し、楽しみながらコミュニケーションを図っている。

スポーツ大会
（学科、学年別対抗で行う）

医療介護福祉科  学外研修
（医療福祉機器の展示会を見学）

看護科  学外研修
（うどん打ち体験）

学 校 行 事

1997年〜2016年
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　多数の応募者を得て優秀な学生を確保するため、私どもは先ず何より建学の精神を直接
教育に具現して、その成果でものを言うべきだと決意し、それに向けて全てのエネルギーを傾注
した。人をつくる大本は「師弟の和熟」にありと心し、苦しいときは共に泣き、嬉しいことには一緒
に喜びあった。師弟、学友間での感激的な美談佳話は数限りがなく、今日なお脈々の学風の中に
息吹いている。
� （川崎医療短期大学学報第10号　昭和61年3月10日発行より抜粋）

川上　亀義　
二代学長（1974年4月～1986年3月）

思か わ ら ぬ 　  い

和文タイプの授業

（1979年）

（2005年頃）

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしい写真～

通学風景（JR中庄駅前1977年）

校舎と屋外看板

　1981年、川上亀義学長（当時）が、教職員や学生間の相互理解の重要性を考え、情報共有の場として「川崎医療短期
大学学報」の発刊を発案した。その後、広報活動を充実させるため、広報的な学生情報誌と学事記録文書としての学報を
分けることになり、2005年に学生や受験生向けのカラー版広報誌「若きいのち」が誕生した。以来、「若きいのち」は年4回
発行され、2018年には「学報」時代から通算し、「100号」まで到達。毎号の企画から制作まで教職員が一丸となって取り
組み、医療短期大学の「若 し々い命の輝き」を放ち、情報発信を行っている。

第81号 2013年

川崎医療短期大学
創立40周年記念号

第105号 2019年創刊号 1981年

（左）白地にモノクロ印刷（B5版）
（右）当時の校舎を手描きのイラストで掲載
1981年当時は、現在の校舎本館の西側部分しかない
ことがわかる（東側増築前）

背景色が緑色に
リニューアル

第9号 1985年

「若きいのち」としての創刊号
デザインを刷新（A4版）

第49号 2005年

広報誌
の変遷

食堂（1977年）

談話コーナー（1977年）

寮個室

「学生寮」の思い出
　医療短期大学「学生寮」は、1970年に現在の医療短期大学敷地
内に建てられ、医科大学学生寮として使用されたのち、1973年の開
学と同時に医療短期大学の学生寮となった。その後、1978年に増
築した。12階建ての「北寮」と7階建ての「南寮」に、合わせて428室
の個室があり、建物は校舎や食堂とつながっていて、学生にとって
利便性の高い生活環境だった。医療短期大学生だけではなく、医
療福祉大学やリハビリテーション学院の学生も居住し、3校の学生間
のコミュニケーションも生まれた。寮には、舎監や寮母、管理人が
常駐し、学生は安心して日常生活を送ることができた。
　2019年に新たな寮に建て替えられ、約50年の役目を終えた。



1973 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020

川
崎
医
療
短
期
大
学 

開
学

看 護 科
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第一看護科 看護科（名称変更）

学科廃止

学科廃止

➡医療福祉大学医療福祉マネジメント学科へ改組

第二看護科

臨床検査科

放射線技術科

医療秘書科

1977

臨床工学科（名称変更）

医療介護福祉科（名称変更）

医療保育科

1988

1994

2001

2005

1999

2000

2017

2007

2007

2012

1977

介護福祉科

栄 養 科1983

1983 通信教育部医療秘書科

医用デザイン科

医用電子技術科

年度

➡医療福祉大学臨床検査学科へ改組

➡医療福祉大学診療放射線技術学科へ改組

➡医療福祉大学臨床工学科へ改組

➡医療福祉大学臨床栄養学科へ改組

➡医療福祉大学医療福祉環境デザイン学科へ改組

➡医療福祉大学子ども医療福祉学科へ改組

2017

2005

2000

1991

2005

2017
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　川崎医療短期大学は、医療現場に不可欠な専門的
医療技術者を育成するため、1973年に全国に先駆け
て創設された。開設当初は、第一看護科（現 看護科）、
第二看護科および臨床検査科の3学科で構成され、入
学定員は3学科合わせて150名であった。
　その後、1977 年に放射線技術科、医療秘書科、
1983年に栄養科、通信教育部医療秘書科、1988年に
医用電子技術科を順次開設し、7学科1通信教育部を
擁する一大医療系短期大学に成長した。
　さらに、1994年に医用デザイン科、2001年に介護福
祉科（現 医療介護福祉科）、2005年には医療保育科と、
医療福祉分野に強いという特長を持った学科を開設
して、社会的なニーズに応えてきた。
　長年にわたって伝統を積み重ね、有為な人材を輩出
しながら、川崎医療福祉大学へ順次改組移行し、現在
は看護科、医療介護福祉科の2学科体制となった。医
療福祉分野の実践的知識と高度な医療技能が身につ
く恵まれた環境で学んだ卒業生は、それぞれの専門知識・
技術を生かし、社会に貢献している。

2001年に「介護福祉科」として開設。介護福祉分野において、地域
に貢献できる有能な介護
福祉士の養成を目的に設
置された。2012年に「医
療介護福祉科」へ名称変
更し、医療に強い、医療の
知識を備えた、チーム医療
で活躍できる介護福祉士
の育成を目指している。

医療介護福祉科 （2001−）

入浴介助実習

1977年に開設。徹底した臨床実習を通して多様な技術革新に対応でき
る診療放射線技師の養成を目指
した。養成施設のうち本学は全
国唯一の3年制短期大学で、就
職、進学とも高い実績を残してき
た。2017年度から、 改組により
医療福祉大学医療技術学部診
療放射線技術学科として設置。

放射線技術科 （1977−2019）

X線撮影技術

臨床検査科 （1973−2018）

1973年に開設。現代医療の多様なニーズに対応できる、高い専門性と豊
かな人間性をもつ臨床検査のエ
キスパートを養成した。卒業後に
即戦力となる実力を持つ人材を
輩出し、医療現場や関連企業で
活躍している。2017年度から、 
改組により医療福祉大学医療技
術学部臨床検査学科として設置。

臨床検査実習

第二看護科 （1973−2005）

1973年の開学とともに開設。准看護師免許資格取得者を対象に2年間
の教育を行い、第一線で活躍す
る看護実践者の養成を目指した。
この学科を置く短期大学は県内
では本学が唯一であったが、
2005年度に募集を停止し、学
科を廃止した。

看護実習
1973年に「第一看護科」として開設。的確かつ柔軟な判断と対応、
高い能力に基づき常に社
会の第一線で活躍できる
看護実践者の養成を目指
してきた。2007年、「看護
科」に名称変更し、現在も
受け継がれてその実績は
高い評価を得ている。

看護科 （1973−）

学内実習

学びの系譜 学科の変遷
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学科廃止

➡医療福祉大学医療福祉マネジメント学科へ改組

第二看護科

臨床検査科

放射線技術科

医療秘書科

1977

臨床工学科（名称変更）

医療介護福祉科（名称変更）

医療保育科

1988

1994

2001

2005

1999

2000

2017

2007

2007

2012

1977

介護福祉科

栄 養 科1983

1983 通信教育部医療秘書科

医用デザイン科

医用電子技術科

年度

➡医療福祉大学臨床検査学科へ改組

➡医療福祉大学診療放射線技術学科へ改組

➡医療福祉大学臨床工学科へ改組

➡医療福祉大学臨床栄養学科へ改組

➡医療福祉大学医療福祉環境デザイン学科へ改組

➡医療福祉大学子ども医療福祉学科へ改組

2017

2005

2000

1991

2005

2017
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Since  1973
川 崎 医 療 短 期 大 学

1977年に開設。大学教育では全国初のメディカル・セクレタリー養成施
設として発足した。医療秘書とし
ての専門的な知識・技術の修得
とともに豊かな人間性を育む教
育を実践してきた。2000年度か
ら、 改組により医療福祉大学医
療福祉学部医療福祉マネジメン
ト学科として設置。

医療秘書科 （1977−2000）

英文タイプ実習

2005年に開設。医療と保育の専門性を備えた保育士養成を目的に設置
された。全国初の学科で、病児や
発達障害児に適切な保育を提供
できる人材を育成し、就職では高
い公務員の採用合格率を堅持し
てきた。2017年度から、改組によ
り医療福祉大学医療福祉学部子
ども医療福祉学科として設置。

医療保育科 （2005−2018）

小児保育実習

医用デザイン科 （1994−2002）

1994年に開設。医学的基礎知識とデザインの感覚・技法を身につけた感性豊
かな医用デザイナーの養成を目指
した。医学・医療の現場でのデザイ
ンを「機能重視から人間重視」へ
変え、ハイテク時代の医療界に応
えた。2000年度から、改組により
医療福祉大学医療福祉学部医療
福祉環境デザイン学科として設置。

デッサンの授業

臨床工学科 （1988−2009）

1988年に「医用電子技術科」として開設。医学と工学の基礎知識と技術の
修得により、臨床工学技士の養
成を目指した。その養成施設とし
ては全国唯一の短期大学であっ
た。1999年に「臨床工学科」へ名
称変更し、さらに2007年度から、
改組により医療福祉大学医療技
術学部臨床工学科として設置。

電気電子工学実験

1983年に開設。臨床に強く、栄養治療の中心的役割を担える実力ある
栄養士を養成する目的で設立。
その養成施設としては、全国唯
一の短期大学であった。1991
年度から、改組により医療福祉
大学医療技術学部臨床栄養学
科として設置。

栄養科 （1983−1993）

調理実習

通信教育部医療秘書科 （1983−2005）

1983年に開設。医療秘書科の実績をもとに設置され、広く社会人を対象
として通信制によるメディカル・
セクレタリー等の資格取得を目
指した。生涯学習の機会を提供
し社会的責任の一端を担ってき
たが、2000年度から、医療秘書
科の改組に伴い募集停止となり、
2005年度に学科を廃止した。

スクーリング（秘書実務実習）

第二看護科閉科の碑



      看 護 科   　
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相手を思いやる気持ちをもった実践力のある看護師を育成
　すべての教育課程を通して人間愛の精神を深め、徹底した現場主義に基づいた実習によって、
時代のニーズに応えられる実践力を備えた質の高い看護師の育成を目指している。

看護技術共通Ⅰ 
看護の実践場面で共通す
る安全技術の知識・技術
を習得する。実習では、実
際に学生がパッキングして、
学内でオートクレーブした
滅菌物を使用する。

在宅看護Ⅱ
高齢者や障がいを持つ人々も、安心して在宅で生
活できるよう援助するため、必要な知識・技術・態
度を学ぶ。入浴介助実習では、学生が患者役とな
り、片麻痺などの障がいのある人を入浴介助する
方法を学ぶ。

各領域の臨地実習
臨地実習先の中心は、今も昔も附属病院や、総合医療センター
である。現在では、附属病院に勤務する看護師の半数以上が
本学の卒業生になっている。本学の卒業生が、各地で後輩の
育成・学生教育に力を注いでいる。

看護過程論Ⅱ
この演習科目では、「基礎看
護学実習Ⅱ」で体験した事
例を通して、患者が持つ問
題を看護の視点から分析し、
看護を系統的に展開する問
題解決技法を、教員からマ
ンツーマンで学ぶ。

戴帽式

継灯式（制服の白衣も、ワンピースからパンツスタイルへ）

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしい写真～

「戴帽式」から「継灯式」へ
　病院実習を前に、看護師としての職業意識を高め、責任の重さを自
覚し、看護の道に進む決意を表明するための行事として学科開設時か
ら「戴帽式」を行ってきた。ナースキャップ廃止（2013年）に伴い、その
名称は「継灯式」に変わったが、現在も学生にとって大切な節目の行事
として続いている。
　「看護の灯

ともしび

」を受け継ぐ「ナイチンゲール像」は、学科開設時から40
年以上が経過し、2代目へと代替わりしたが、式典時以外は6階の
ショーケースに大切に保管され、学生たちをいつも見守っている。

【学科のあゆみ】 1973年　医療短期大学開学と同時に第一看護科として設置
　　　　　　　 2007年　看護科へ名称変更

看護技術生活援助Ⅲ
健康な生活を維持促進するとともに、健康が損な
われたときの生活援助技術を習得する。学生同士
で患者と看護師の双方を体験することで、患者の
気持ちを理解しながら看護を行うための技術や
態度を学ぶ。



 医療介護福祉科 

Since  1973
川 崎 医 療 短 期 大 学
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医療に強い介護福祉士を育成
　川崎学園ネットワークの豊富なスタッフと充実した教育環境を活用して医療と介護の連携について学び、
医療の知識を備えた介護福祉士の育成を目指している。

介護技術
本学科では利用者の尊厳を守り、自
立支援や自己実現に向けた安全・安
楽な介護を行うという「介護の基本理
念」を念頭に置いている。コミュニケー
ション力や観察力を高め、介護福祉士
に必要とされる支援方法を学ぶ。少人
数による個別の演習を通じて、個々の
利用者の思いに添ったケアについて
考える。

生活支援（食生活）
食生活支援も重要な要素となる在宅実習を行う前に、
栄養バランスが整った、衛生的でおいしい食事を作る
ことを目指し、調理の手法や食材の調理法を基礎から
学ぶ。高齢者や障がい者の健康状態や咀嚼・嚥下能
力に応じた食事を提供できるようにする。

介護実習開始式

１年次は初めての集中実習の開始前に、介護技術の習得
や利用者との関わり方などについてそれぞれの意気込み
を述べ、宣誓する。

人体の構造と機能
介護の基礎となる、人体の構造と機能
について学び、理解を深める科目。講
義で学んだ内容を、現代医学教育博
物館で模型や実物標本を見ながら確
認し、さらに理解を深める。

介護実習Ⅲ（在宅実習）
週1日10週間、利用者の家で行
う全国的にも珍しい形態の実習
である。普段の生活環境の中で人
間関係を築きながら支援を続け、
その人らしい生活とは何かを学ぶ。
食の好みや嚥下状態を把握しな
がら調理も行う。

インターンシップ（就業体験）
２年次は老人福祉施設等での実習を行
う一方で、夏休みには総合医療センター
の病棟でインターンシップを体験し、病院
における介護福祉士の仕事について学ぶ。

【学科のあゆみ】 2001年　介護福祉科として設置
　　　　　　　 2012年　医療介護福祉科へ名称変更

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしい写真～

学科のシンボル「福太郎さん」
　学科の歴史を、定位置である介護実習室か
ら見守り続けてきた男性入浴介護実習モデル
「福太郎さん」。
　入浴介助、着脱介助や
おしめ交換、体位変換等、
学生の介護技術向上に大き
な役割を担っている。
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川崎医療短期大学の時計塔

卒 業 生 寄 贈 のおしゃれな太 陽 電 池 時 計

　川崎医療短期大学北門の脇にある「時計塔」。医療短期大学の1991（平成 3 ）年度卒業生
一同から寄贈されました。
　時計塔のデザインは、医用デザイン科　平島二郎教授（当時）の設計によるもので、高さ220cm
の御影石を使った、のみたたき仕上げの石柱です。時計は直径80cmの両面ポール型太陽電池
時計で、ラジオコントロール自動修正装置付きです。
　30年もの間、学生や教職員が行き交う地にたたずみ、太陽の光を浴びながら静かに時を刻んで
います。

学園だより（第159号 1992年10月）
時計塔が完成

時計塔の前で記念撮影（学園祭）
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